
▲観月の夕べ・国際交流会を開催（9月26日（日）於いこいの村はりま）
兵庫県海外技術研修員、市内英語指導助手や日本語クラス受講生など、多くの外国人の方々を招待して茶道・邦楽を交えての交流会
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特集加西市体育大会（2・3ページ）
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十
七
種
目
に
五
千
人
が
さ
わ
や
か
な
汗

│
│
第
32
回
加
西
市
体
育
大
会
│
│

特特特特　　　　集集集集
加西市
体育大会

オープニングの入場行進

10
月
３
日
（日）
を
中
心
に
、
市
民

の
健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な
心
づ

く
り
を
め
ざ
し
「
第
32
回
加
西
市

体
育
大
会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
各

会
場
で
17
種
目
に
５
千
人
が
挑
戦
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
加
西
球
場
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、「
加
西
市
善

意
の
表
彰
」
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
部

門
の
表
彰
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与
し
、
全
国
大
会
等
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
々
へ

「
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★★★★
加
西
市
善
意
の
表
彰
受
賞
者

〈
か
し
の
木
賞
〉

民
輪
　
正
人
（
国
正
）

平
成
元
年
か
ら
宇
仁
少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
監
督
兼
コ
ー

チ
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
青
少
年

の
健
全
育
成
に
寄
与
。

別
府
　
利
治
（
明
石
市
）

昭
和
52
年
か
ら
永
年
に
わ
た
り

加
西
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
者
な
ら
び
に
保
護
者
と
の
相

互
支
援
体
制
づ
く
り
の
育
成
会
を

発
足
。

★★★★
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
〉

高
見
　
和
弘
（
笠
屋
）

多
年
に
わ
た
り
、
加
西
市
柔
道

協
会
の
会
長
と
し
て
、
競
技
の
普

及
・
振
興
な
ら
び
に
協
会
組
織
の

拡
充
に
大
き
く
寄
与
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
指
導
者
賞
〉

稲
岡
　
隆
彦
（
加
東
郡
社
町
）

三
洋
電
機
加
西
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
の
選
手
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
活
躍
、
ま
た
監
督
と
し
て

県
大
会
・
近
畿
大
会
な
ら
び
に
全

国
大
会
で
入
賞
す
る
優
秀
な
選
手

を
育
成
。

井
上
　
正
和
（
栗
田
）

多
年
に
わ
た
り
、
加
西
市
軽
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
指
導
者
と
し
て
、
西
日
本
大

会
・
全
国
大
会
に
お
い
て
多
く
の

入
賞
者
を
育
成
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
〉

衣
笠
　
充
紘
（
山
下
西
）

第
15
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
１
０
０
ｍ
小
学
校
５
年

生
の
部
　
優
勝
12
秒
91

岡
田
　
展
彦
（
青
野
）

第
53
回
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
　
３
部
第
４
区
１
位

松
本
　
美
佳
（
田
原
）

第
14
回
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
　
２
部
第
２
区
１
位

大
西
　
亮
介
（
西
南
）

第
53
回
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
　
３
部
第
２
区
１
位

石
井
け
い
子
（
別
府
西
）

第
25
回
全
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
Ｗ
40
│
50
Ｂ
　
第
３
位

三
洋
電
機
加
西

平
成
10
年
度
全
日
本
産
業
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
第
２
位

加
西
富
合
チ
ー
ム

第
50
回
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

会
長
杯
１
位
グ
ル
ー
プ
　
優
勝

賀
茂
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

第
９
回
県
選
抜
都
市
対
抗
少
年

野
球
大
会
　
優
勝

★★★★
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞
町

最
優
秀
町

芝
自
治
区

善善善善
意意意意
のののの
表表表表
彰彰彰彰
＆＆＆＆

体体体体
育育育育
協協協協
会会会会
スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
賞賞賞賞
受受受受
賞賞賞賞
者者者者

（
敬
称
略
）

善意の表彰受賞者、右から別府さん、民輪さん
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第
33
回
市
民
卓
球
大
会

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
一
部
・
本
多
厚
志
（
暁
ク
）

▽
二
部
・
前
田
寅
雄
（
ベ
テ
ラ
ン
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

本
多
厚
志
・
田
居
修
一
（
暁
ク
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
一
部
・
仲
田
真
子
（
三
洋
）

▽
二
部
・
玉
置
知
帆
（
善
防
中
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
仲
田
真
子
（
三

洋
）・
奥
村
さ
お
り
（
暁
ク
）

第
33
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
一
般
男
子
】

角
田
豊
和
・
吉
村
光
央
（
ド
リ
ー
ム
）

【
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
】

井
上
康
平
・
大
西
　
誠
（
泉
中
）

【
一
般
女
子
】
大
垣
　
恵
・
植
田

枝
里
子
（
北
条
高
）

第
30
回
市
民
空
手
道
大
会

●
型
の
部

【
少
年
】

▽
幼
・
1
・
2
年

山
本
真
由
美

▽
小
学
3
・
4
年
　
高
橋
雄
成

▽
小
学
5
・
6
年
　
龍
田
大
介

【
中
学
】
山
本
洋
栄

【
一
般
】
辻
　
嘉
計

●
組
手
の
部

【
少
年
】

▽
幼
・
1
・
2
年

高
橋
佑
二

▽
小
学
3
・
4
年
　
高
橋
雄
成

▽
小
学
5
・
6
年
　
山
本
真
基
子

【
中
学
】
山
本
洋
栄

【
一
般
】
辻
　
嘉
計

第
30
回
市
民
柔
道
大
会

【
団
体
戦
】
Ｃ
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】
小
学
1
・
2
年

頃
安

知
義
（
加
西
柔
道
教
室
）
▽
小
学

3
・
4
年
　
藤
本
大
輝
（
同
）
▽

小
学
5
・
6
年
　
浅
田
幸
芳
（
同
）

【
中
学
男
子
】
奥
野
裕
幸（
北
条
中
）

【
中
学
女
子
】
岡
　
聖
子（
北
条
中
）

【
一
般
男
子
】

張
本
相
一
（
加
西
柔
道
協
会
）

第
23
回
少
林
寺
拳
法
演
武
会

●
組
演
武

【
少
年
】
低
学
年
・
後
藤
留
意
・

山
本
　
卓
　
▽
中
学
年
・
山
根
英

史
・
大
西
　
雅
　
▽
高
学
年
・
竹

内
　
進
・
吉
田
拓
矢

【
一
般
】
岩
本
直
樹
・
後
藤
一
郎

●
乱
捕
り

【
少
年
】
河
合
達
也

【
一
般
】
後
藤
一
郎

第
17
回
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

【
一
般
男
子
】

見
藤
・
畑
中
（
ア
オ
ノ
Ｔ
Ｃ
）

【
一
般
女
子
】

山
田
・
友
井
（
三
洋
電
機
、
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）

【
壮
年
男
子
】

相
馬
・
増
家
（
加
西
ロ
ー
ン
）

【
壮
年
女
子
】

大
西
・
高
橋
（
Ｄ
Ｒ
Ｙ
）

第
6
回
市
長
杯
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

北
条
地
区

第
10
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

【
男
子
の
部
】
深
田
繁
一

【
女
子
の
部
】
高
見
　
桂

第
8
回
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

【
男
子
の
部
】
井
上
正
和

【
女
子
の
部
】
菅
野
利
子

第
24
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
一
部
・
横
井

広
成
（
き
ん
で
ん
）・
浜
田
宣
行

（
か
ん
び
し
）
▽
二
部
・
山
口
耕
一

（
新
生
精
機
）・
増
田
（
香
寺
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
浜
田

宣
行
（
か
ん
び
し
）
▽
二
部
・
松

尾
祐
樹
（
農
大
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
一
部
・
大
前

茂
子
（
増
進
セ
ン
タ
ー
）・
河
村
美

月
（
〃
）
▽
二
部
・
仲
井
節
子

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
）・
松
本
由
紀
（
〃
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
佐
伯

い
づ
み
（
協
会
）
▽
二
部
・
堀
谷

恵
（
北
条
高
）

第
29
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

【
男
子
】
一
部
・
福
居
Ａ
　
▽
二

部
・
笠
屋
Ａ
　
▽
三
部
Ａ
・
横
尾

Ａ
　
▽
三
部
Ｂ
・
古
坂
１
丁
目

【
女
子
】
一
部
・
東
高
室
　
▽
二

部
Ａ
・
鴨
谷
　
▽
二
部
Ｂ
・
上
若

井
　
▽
三
部
Ａ
・
市
村
　
▽
三
部

Ｂ
・
芝
自
治
区

〈
協
賛
事
業
〉

第
15
回
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

日
吉
少
女
バ
レ
ー

正
中
さ
ん
は
市
体
育
指
導
員
と

し
て
永
き
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
指
導
、
活
動
の
普
及
・
促

進
等
に
努
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

正
中
和
子
さ
ん
（
小
谷
）
に

県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
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加
西
市
長
選
挙
が
、
10
月
31
日

（日）
、
市
内
35
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
一
票
一
票
が
加
西
市
の
将
来
を

決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な

た
の
貴
重
な
一
票
を
有
効
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

昭
和
54
年
11
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
11
年
７
月
23

日
ま
で
に
転
入
届
を
行
い
、
引
き

続
き
市
内
に
住
み
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
10
月
16
日
以
降
に
市
内
で
転
居

さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
・
代
理
・
郵
便
投
票

目
の
不
自
由
な
方
に
は
点
字
投

票
が
、
身
体
の
障
害
等
に
よ
り
読

み
書
き
の
不
自
由
な
方
に
は
代
理

投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
10
月
27
日
�
ま
で

に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
理
由

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
事

前
に
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

期
　
間10

月
24
日
（日）
〜
10
月
30
日
（土）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
　
所

市
役
所

不
在
者
投
票
所

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
８
１
）へ
。

加西市長選挙投票日

21世紀の加西市を決める大切な選挙です
必ず投票を!

10月31日（日）

投票時間 午前7時～午後8時

投票所の変更についてのお知らせ
下記の投票所が変更になっていますので
まちがいのないようご注意ください。
みんなそろって投票しましょう。

投票区

第5
投票所

第12
投票所

第14
投票所

第30
投票所

第31
投票所

関係町名

古坂1丁目自治区
古坂2丁目自治区
古坂3丁目自治区
古坂の一部

コミュニ
ティセン
ター

古坂2丁
目・3丁
目公会堂

鎮岩町
公会堂

中山町
公会堂

青野町
公会堂

下芥田町
公会堂

東横田町
公会堂

大柳町
公会堂

小印南町
公会堂

北部交流館
（泉第二
保育所跡）

西横田町
東横田町
鎮岩町

中山町
大柳町

小印南町
青野町

広原町
下芥田町
上芥田町

変更前 変更後

テ
ー
マ

福
祉
・
教
育
・
環
境
問

題
・
産
業
振
興
な
ど
、
テ
ー
マ
は

自
由
で
す
。
幅
広
い
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間

11
月
１
日
（月）
〜
30
日

（火）応
募
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル

応
募
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２
３

９
５

加
西
市
企
画
室
（
電
話
42
│

８
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
１
８
０
０
）

e-m
ail：
kasai-c@

sannet.ne.jp

加
西
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
提
言
を
!

あ
な
た
も
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ナ
ー

「
花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
人
間
交

流
都
市

か
さ
い
」
を
ま
ち
の
将
来

像
に
掲
げ
る
現
在
の
総
合
計
画
が
、

新
世
紀
の
到
来
と
と
も
に
そ
の
役

割
を
終
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
加
西

市
で
は
現
在
こ
れ
に
代
わ
り
今
後
10

年
間
を
見
据
え
た
新
し
い
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
市
民
の

方
の
生
の
声
が
必
要
不
可
欠
に
な

り
ま
す
。

率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。９

月
27
日
（月）
か
ら
10
月
８
日
（金）

ま
で
、
市
内
９
箇
所
（
各
行
政
区
）

に
お
い
て
、「
地
方
分
権
と
行
政
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
各
町
の

代
表
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
ご
意

見
は
、
可
能
な
も
の
か
ら
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、「
広
報
か
さ
い

11
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
懇
談
会
を
実
施

「
地
方
分
権
と
行
政
改
革
」
を
テ
ー
マ
に

熱心な意見交換が行われました

第12回
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介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
申
請
が
必
要
で
す

──申請窓口

──申請代行できる事業所

市　　役　　所

あったか相談窓口（1階高年福祉課）
42-8788
43-1801

電 話 番 号
ＦＡＸ番号

事　業　所　名

加西の里（居宅介護支援センター）
（特別養護老人ホーム）

48-2552
48-3884

電 話 番 号
ＦＡＸ番号

ケアハウス香楽園居宅介護支援事業所
49-2900
49-2907

市立加西病院在宅介護支援センター
42-4130
42-5365

第二サルビア荘（特別養護老人ホーム）

（在宅介護支援センター）

45-1801
45-1807
45-8922
45-1807

ナイトウメディックス株式会社
ミクチ薬局　本店

48-8808
48-8810

ミクチ薬局　野上店
45-1699
45-1609

医療法人社団米田病院（療養型病床群）
48-3591
48-3965

ラヴィかさい在宅介護支援センター
42-6722
42-6722

★
問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

本人または家族が申請します

※老人保健施設・療養型病床群等の施設に入所してい
る人は、介護保険の要介護認定を受けることが必要で
すので、申請をしてください。

平
成
12
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

介護保険でサービスを受けるに
は、まず申請が必要です。本人ま
たは家族が市役所の担当窓口で申
請してください。

申請を代行してもらうことができます
寝たきりの家族の介護で申請に

行くことができない場合などに
は、指定居宅介護支援事業者や介
護保険施設に申請を代行してもら
うことができます。

昨
年
か
ら
敬
老
月
間
の
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た
「
高
齢
者

の
つ
ど
い
」
が
、
今
年
も
九
会
地
区

と
多
加
野
地
区
の
全
町
で
、
町
毎
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
町
の
イ
キ
イ
キ
委

員
会
を
中
心
に
地
元
の
お
年
寄
り
の

長
寿
を
お
祝
い
す
る
も
の
で
、
青
野

町
で
は
、
家
族
や
ご
近
所
の
方
々
と

公
民
館
に
集
ま
っ
た
お
年
寄
り
に
、

詩
吟
や
大
正
琴
を
披
露
。
鶉
野
中
町

で
は
、
今
年
同
町
内
に
開
設
さ
れ
た

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
香
楽
園
」
で
、
こ
こ
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
と
町
内
の
お

年
寄
り
が
一
緒
に
食
事
や
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
２
地
区
で
は
他
の
町
で
も

様
々
な
形
で
お
祝
い
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
ど
の
町
で
も
、
会
場
も
自
宅

か
ら
近
く
身
近
な
人
に
祝
っ
て
も
ら

え
る
の
で
、
市
主
催
の
敬
老
会
の
出

席
率
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
１
日
（金）
健
康
福
祉
会

館
で
、
普
段
ど
う
し
て
も
自
宅
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
し
の
お

年
寄
り
を
対
象
に
、「
ひ
と
り
暮
し

老
人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
健
康
体
操
や
さ

ま
ざ
ま
な
余
興
を
楽
し
み
、
北
条
保

育
園
の
園
児
や
北
条
高
校
生
に
よ
る

演
奏
に
心
和
ま
せ
な
が
ら
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
域
で
祝
う
「
高
齢
者
の
つ
ど
い
」
＆

「
ひ
と
り
暮
し
老
人
の
つ
ど
い
」北条保育園児による演奏

―
お
年
寄
り
の
暮
ら
し
や
す
い
街
へ
―

盛り上がったカラオケ大会
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十
一
月
九
日
（火）
の
「
一
一
九
番
の

日
」
か
ら
十
五
日
（月）
ま
で
の
七
日
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
な
い

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
標
に
、
こ
れ

ら
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

・
一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
宅
へ
防

火
訪
問

・
防
火
チ
ラ
シ
の
配
布

・
消
防
団
防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド

・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
巡
回
防
火
広
報

・
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と
し
た

地
域
に
お
け
る

防
火
安
全
体
制
の
充
実

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

防
災
訓
練
の
指
導

・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
開
催

・
消
防
団
一
斉
非
常
演
習

・
防
火
協
会
報
、
防
火
ポ
ス
タ
ー

防
火
チ
ラ
シ
の
配
布

・
防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設

の
立
ち
入
り
検
査

・
事
業
所
等
に
お
け
る
防
火
訓
練

の
指
導

・
重
要
文
化
財
の
点
検

・
第
十
三
回
幼
年
・
少
年
・
婦
人
消

防
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル（
十
月
二
十
三
日
（土）
）

・
火
災
予
防
立
看
板
及
び
消
防
水

利
の
点
検

・
北
播
四
消
防
本
部
・
三
警
察
署

合
同
訓
練

そ
の
他

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

八
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
八
十
二
名
〕

（
一
般
受
講
者
　
　
　
　
三
名
）

（
市
内
保
育
所
職
員
七
十
九
名
）

▽
松
本
美
由
起
（
山
下
町
）
▽
上

坂
忠
司
・
上
坂
秀
美
（
上
野
町
）

〔
再
講
習
受
講
者
　
十
三
名
〕

（
市
内
保
育
所
職
員
　
十
三
名
）

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

９
月
28
日
（火）
加
西
球
場
駐
車

場
で
、
第
５
回
自
衛
消
防
実
戦

競
技
大
会
が
行
な
わ
れ
、
市
防

火
協
会
（
植
田
茂
夫
会
長
）
加

入
事
業
所
や
官
公
庁
か
ら
27
事

業
所
42
チ
ー
ム
１
１
７
名
が
参

加
し
、
消
火
器
競
技
か
ら
小
型

動
力
ポ
ン
プ
ま
で
４
部
門
に
わ

た
っ
て
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
各
事
業
所
の
自

衛
消
防
組
織
の
資
質
の
向
上
、

消
防
用
設
備
の
取
扱
技
術
の
習

得
、
及
び
防
火
意
識
の
向
上
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
優
勝
タ
イ
ム
も
上

が
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り

★★★★
消
火
器
競
技
の
部

技
研
化
成
（株）
関
西
工
場

★★★★
屋
内
消
火
栓
競
技
の
部

（株）
三
昌

★★★★
屋
外
消
火
栓
競
技
の
部

伊
東
電
機
（株）

★★★★
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
部

三
洋
電
機
（株）
回
転
機
事
業
部

自
分
の
職
場
は
自
分
で
守
る
!

―
自
衛
消
防
実
践
競
技
大
会
―

火点は前方の標的!

びしょぬれになりながら、懸命な競技
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市
史
編
集
室
は
「
加
西
市
史
」
の

早
期
刊
行
に
向
け
、
大
学
の
先
生
方

と
一
緒
に
加
西
市
内
す
べ
て
の
歴
史

調
査
や
資
料
収
集
な
ど
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
は
平
成
八
年
、

姫
路
獨
協
大
学
の
協
力
を
得
て
、
日

本
で
初
め
て
学
内
に
「
市
史
編
さ
ん

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は

関
西
各
地
の
大
学
教
授
ら
約
六
十
人

で
考
古
・
古
代
・
中
世
・
近
世
・

近
現
代
・
文
化
財
・
自
然
・
民
俗

の
八
部
会
を
編
成
し
、
市
内
の
歴
史

調
査
や
資
料
収
集
な
ど
多
角
的
に
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

市
史
編
集
室
は
こ
の
先
生
方
の
案

内
や
調
査
補
助
、
そ
の
研
究
な
ど
が

主
な
役
割
で
す
。
数
多
い
資
料
の
中

か
ら
市
史
に
必
要
な
も
の
を
見
つ
け

て
先
生
に
紹
介
し
た
り
、
現
地
調
査

で
は
地
元
の
関
係
者
と
交
渉
し
て
先

生
方
を
案
内
し
、
加
西
の
歴
史
を
総

合
的
か
つ
詳
細
に
把
握
し
て
も
ら
え

る
よ
う
大
切
な
役
目
を
果
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
史
編
集
室
は
こ
れ
ま

で
に
市
内
の
各
町
や
旧
家
が
所
有
さ

れ
て
い
る
古
文
書
数
十
万
点
を
整
理

し
、
目
録
十
二
冊
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
三
枝
文
書
、
山
下
文

書
、
横
田
文
書
、
上
万
願
寺
町
文

書
な
ど
約
五
万
点
を
マ
イ
ク
ロ
撮
影

し
資
料
化
し
て
い
ま
す
。

大
学
が
夏
休
み
中
の
七
、
八
月
は

古
代
、
中
世
、
近
世
、
文
化
財
な
ど

各
部
会
の
現
地
調
査
が
集
中
し
、
市

史
編
集
室
の
職
員
は
休
日
返
上
で
現

地
案
内
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
と
く
に

民
俗
部
会
の
年
中
行
事
、
方
言
、
衣

食
住
調
査
で
は
、
区
長
さ
ん
、
老
人

会
長
さ
ん
ら
に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
、

長
時
間
に
わ
た
る
聞
き
取
り
調
査
に

協
力
を
得
て
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
紙
上
で
お
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
調
査
を
継

続
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏祭りの調査＝南網引町、
住吉神社で

文
化
財
や
民
俗
行
事
な
ど

│
市
の
全
域
で
現
地
調
査
│

加
西
市
総
務
部
市
史
編
集
室

と
　
き

11
月
22
日
（月）
（
い
い
夫

婦
の
日
）
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

式
典
、
記
念
撮
影
、
余
興

対
　
象

昭
和
25
年
に
結
婚
さ
れ

た
夫
婦

申
込
先

11
月
５
日
（金）
ま
で
に
高

年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）へ
。

※
な
お
、
兵
庫
県
の
「
金
婚
夫
婦

を
た
た
え
る
運
動
」
に
申
込
み
さ

れ
た
方
に
は
案
内
状
を
送
り
ま
す
。

結
婚
50
周
年
を
お
祝
い
し
ま
す

金金金金
婚婚婚婚
夫夫夫夫
婦婦婦婦
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

法
務
大
臣
よ
り
、
市
民
の
基
本

的
人
権
の
侵
害
を
監
視
・
救
済
す

る
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
３
名
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

写真右から高見英市さん（和泉）、平田稔
郎さん（古坂）、辻　秋子さん（殿原）

平
田
さ
ん
ら
３
名
が

人
権
擁
護
委
員
に
再
任



り
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
の
た
め
山

の
手
入
れ
も
難
し
く
な
り
、
地
元
は

も
と
よ
り
県
内
外
の
権
利
者
の
方
々

に
ご
理
解
を
得
て
、
約
85
町
歩
の
山

林
を
自
治
会
名
義
に
変
え
て
、
県
の

『
森
と
緑
の
公
社
』
に
管
理
委
託
す

る
分
収
育
林
制
度
を
活
用
し
、
緑
あ

ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
励
ん
で
お

り
、
町
の
方
み
ん
な
が
健
康
で
仲
良

く
暮
ら
し
て
い
け
る
町
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

錦
秋
の
季
節
、
深
呼
吸
し
た
く
な

る
よ
う
な
清
々
し
い
空
気
が
み
な
ぎ

る
さ
わ
や
か
な
町
の
印
象
を
強
く
受

け
ま
し
た
。
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市
街
地
か
ら
北
に
約
８
km
、
山
あ

い
に
県
道
大
和
北
条
停
車
場
線
が
走

り
、
八
千
代
町
に
抜
け
る
東
坂
と
う
ざ
か

峠
、

隣
町
上
万
願
寺
町
に
通
じ
る
女お
な

斬き
り

坂さ
か

、
そ
し
て
山
居
さ
ん
き
ょ

池
か
ら
奥
に
久
学

寺
に
伸
び
る
古
道
が
あ
り
、
三
方
を

山
で
囲
ま
れ
た
自
然
と
渓
流
は
、
む

か
し
と
変
わ
ら
ず
山
の
恵
み
と
共
に

暮
ら
し
た
先
人
た
ち
の
な
り
わ
い
が

偲
ば
れ
る
町
、
上
芥
田
町
区
長
の

立た
て

脇わ
き
て
る

敏と
し

さ
ん
宅
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
の
町
に
は
、
赤
穂
の
花か

岳が
く

寺じ

、
東

京
の
泉
岳
せ
ん
が
く

寺じ

と
並
ぶ
『
三
ガ
ク
寺
』

の
一
つ
久
学
寺

き
ゅ
う
が
く
じ

が
あ
り
、
樹
齢
数
百

年
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
大
樹
に
包
ま

れ
、
静
寂
に
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響

き
、
下
界
の
騒
が
し
さ
を
忘
れ
さ
せ

る
時
の
流
れ
と
時
を
超
え
て
現
代
に

息
づ
く
歴
史
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た
町
で

す
。
１
４
４
６
年
開
山
以
来
、
現
住

職
で
25
代
目
に
あ
た
り
、
６
代
目
の

時
に
浅
野
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

と
な
り
、
９

代
目
の
海
音
和
尚

か
い
お
ん
お
し
ょ
う

の
と
き
、
江
戸
殿

中
で
の
刃
傷
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
四
十
六
士
の
位
牌
が
大

切
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
大
石
良
雄
、

吉
田
忠
左
衛
門
の
手
紙
も
保
存
さ
れ

て
い
る
由
緒
あ
る
寺
で
す
。
毎
年
12

月
14
日
に
は
、『
義
士
祭
』
が
盛
大

に
と
り
行
な
わ
れ
、
義
士
の
冥
福
の

祈
願
の
た
め
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ

い
、
特
に
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
『
元
禄

繚
乱
』
が
放
映
さ
れ
て
お
り
、
全
国

各
地
か
ら
訪
れ
る
人
は
あ
と
を
た
ち

ま
せ
ん
。
町
に
は
、
65
歳
以
上
の
お

年
寄
り
も
多
く
、
市
の
平
均
を
上
回

る
高
齢
化
率
の
町
で
す
が
、
ね
た
き

り
の
お
年
寄
り
は
少
な
く
、
健
康
で

小
・
中
学
生
の
子
供
の
数
も
戸
数
の

割
に
は
27
人
と
多
く
、
み
ん
な
仲
の

よ
い
町
で
す
。
昨
年
９
月
、
福
祉
の

輪
を
広
げ
る
『
い
き
い
き
委
員
会
』

を
発
足
さ
せ
、
独
り
暮
ら
し
の
お
と

し
よ
り
へ
の
あ
っ
た
か
訪
問
、
毎
年
１

月
は
、
町
あ
げ
て
の
『
と
ん
ど
焼
き
』、

老
若
男
女
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
社
寺
の

草
引
き
な
ど
町
の
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
里
に
伝

わ
る
民
話
も
多
く
東
坂
峠
の
坂
上
げ

の
話
や
女
斬
坂
の
悲
恋
の
物
語
、
芥

田
の
城
山
の
こ
と
な
ど
、
ま
ち
の
歴

史
を
老
人
会
が
中
心
に
な
り
、
子
供

や
孫
た
ち
に
伝
承
す
る
教
室
も
あ

り
、
遊
休
地
を
利
用
し
た
果
樹
園
や

野
菜
な
ど
試
験
的
に
栽
培
し
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
励
ん
で
お
ら
れ

る
グ
ル
ー
プ
や
毎
月
活
花
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
う
女
性
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
来
春
に
は
、

町
で
新
し
い
三
世

代
交
流
行
事
も

考
え
て
い
る
ん
で

す
よ
。」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
季
節
の
う

つ
ろ
い
が
肌
で
感

じ
ら
れ
る
こ
の
町

に
は
、
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
樹
齢

40
年
の
杉
や
檜
の

貴
重
な
財
産
が
あ

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

上芥田町区長の
立脇　敏さん

四十六士の位牌を祀る久学寺

まちの数字 64世帯　263人
（男121人・女142人）

次回は上万願寺町の予定です。

歴
史
と
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た

久
学
寺
の
あ
る
ま
ち

下道山町�

1月に町をあげて行われる「とんど焼き」
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加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
11

月
７
日
（日）
に
ジ
ャ
ス
コ
加
西
店
で
開
催

す
る
「
第
20
回
古
本
市
」
に
向
け
て
、

本
の
整
理
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
退
職
女

教
師
の
会
「
コ
ス
モ
ス
会
」
の
方
々
に
、

第第第第
22220000
回回回回
古古古古
本本本本
市市市市

９月30日（木）、健康福祉会館で加
西自動車事業協同組合青年部（山本
宏之部長）の方々により、社会福祉
協議会の職員を対象にマイカー点
検・整備教室と公用車30台の無料点
検が行われました。

10月６日（水）、健康福祉会館並び
に市民会館で「利用者主体の社会福
祉のあり方をさぐる」をテーマに第
48回兵庫県社会福祉大会が開催され、
井戸副知事ら多数の来賓を迎えての
式典やシンポジウムが行われました。

兵庫県社会福祉大会を開催

９月27日（月）、北条幼稚園の園児59
名が、藤原晃さん（北条町横尾）所有
のクリ園に招待され、クリ拾いを楽し
みました。藤原さんには毎年このクリ
園を好意で市内の子供たちに提供して
いただいております。

秋の味覚を満喫

パンクなんか怖くない!

ぼ
く
の
夢

北
条
小
学
校
六
年

小
林
　
大
介
く
ん

ぼ
く
は
将
来
、
医
者
に
な

り
た
い
で
す
。

今
ま
で
、
い
ろ
ん
な
病
気

に
か
か
っ
た
人
を
た
く
さ
ん

見
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
そ
の
た
く
さ
ん

の
人
を
助
け
る
た
め
に
勉
強

を
し
っ
か
り
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
心
の

や
さ
し
い
医
者
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

９月25日（土）丸山総合公園に、平成
５年の宮中｢歌会始｣で入選された加
西市出身のハンセン病が完治した谷
川秋夫さんの歌碑が建立されました。

ふるさとに歌碑建立

一
冊
一
冊
の
本
に
値
段
を
つ
け
、
値

札
を
は
り
、
本
の
種
類
別
に
箱
詰
め

を
す
る
作
業
を
お
手
伝
い
頂
い
て
い
ま

す
。古

本
市
は
当
協
会
の
活
動
資
金
づ

く
り
の
た
め
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
車
イ
ス
や
車
イ
ス
の
ま
ま
乗

り
降
り
で
き
る
ミ
ニハ
ン
デ
ィ
ー
キ
ャ
ブ

な
ど
の
購
入
に
あ
て
て
き
ま
し
た
。

本
の
収
集
は
10
月
31
日
ま
で
。
古

本
市
当
日
に
は
約
１
万
５
千
冊
の
本

を
ジ
ャ
ス
コ
加
西
店
店
頭
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
皆
様
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
電
話
43
│
０
３
６
１)

ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

これで、万一の時も大丈夫!?

本の整理　コスモス会の方々

手話も交えての式典

除幕式には谷川さんや支援
する人々約120人が参加

「こんなにいっぱいとったよ」
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同和教育
シリーズ

加西市では、差別のない明るい社会の実現
をめざし8月に推進強調月間として「差別をな
くそう市民運動」を展開しました。その一環と
して家庭や地域社会において、人権意識の高
揚を図り差別解消への実践力を高めるため、
ＰＴＡの方々から標語を募集しました。
その中から優秀作品を掲載いたします。
◯心の窓　親が開けば 子も開く

加西中ＰＴＡ 別府　　馨さん

◯一人ひとりが ちがう輝き 素敵だね
宇仁小ＰＴＡ 達可　誠子さん

◯目に見えぬ 心の偏見　正そう
西在田幼ＰＴＡ 宮川みさ子さん

◯大人の言葉やしぐさから 子どもは心を学びます
善防中ＰＴＡ 岩本いつみさん

◯やめよう無関心 かけよう心と心の 思いやり
泉中ＰＴＡ 是常　祐子さん

◯差別をしない優しい心　差別を許さぬ強い心
下里小ＰＴＡ 森本　重幸さん

◯笑顔で通じる心の会話 すてきだね
富合小ＰＴＡ 藤原　恭子さん

◯広げよう 身近な人への思いやり
宇仁幼ＰＴＡ 繁田　昌代さん

差別のない加西市をめざして!!

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　　　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校

北
ノ
下
遺
跡
は
吸
谷
廃
寺
（
約

千
三
百
年
前
に
創
建
さ
れ
た
寺
院

跡
）
が
立
地
す
る
谷
の
開
口
部
の

す
ぐ
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
奈

良
時
代
後
半
頃
（
約
千
二
百
年
前
）

の
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
、
発
掘
調

査
で
は
建
物
跡
、
柵
列
、
溝
な
ど

が
確
認
さ
れ
、
土
器
と
共
に
吸
谷

廃
寺
の
瓦
と
同
じ
文
様
を
も
つ
軒

瓦
の
破
片
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
、
北
ノ
下
遺
跡
は

吸
谷
廃
寺
の
隆
盛
を
支
え
た
人
々

の
集
落
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。吸

谷
廃
寺
周
辺
に
は
役
所
関
連

施
設
と
考
え
ら
れ
る
村
前
遺
跡
や

岡
田
遺
跡
、
そ
し
て
一
般
集
落
と

考
え
ら
れ
る
北
ノ
下
遺
跡
、
坂
元

狭
間
遺
跡
な
ど
、
同
時
期
の
遺
跡

が
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
今
後

の
調
査
に
よ
り
、
個
々
の
遺
跡
の

解
明
と
共
に
、
遺
跡
間
の
相
互
関

係
な
ど
、
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て

の
総
合
的
な
研
究
解
明
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

78

北
ノ
下
遺
跡
…
市
村
町

吸
谷
廃
寺
の
瓦
を
集
落
跡
で
発
見
!

吸
谷
廃
寺
を
支
え
た
人
々
の
集
落
跡
か
？

吸谷廃寺の軒丸瓦

位置図

「
豊
か
な
心
を
育
む

幼
稚
園
教
育
」

下下下下
里里里里
幼幼幼幼
稚稚稚稚
園園園園

今
、
青
少
年
に
よ

る
凶
悪
な
事
件
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、「
幼

児
期
か
ら
の
心
の
教
育
」
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
の

中
心
と
な
る
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
期

の
特
性
を
踏
ま
え
、
発
達
段
階
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
を
準
備
し
、
幼
児
の

望
ま
し
い
成
長
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

本
園
で
は
、
人
や

自
然
、
物
と
の
関
わ

り
の
中
で
心
を
動
か

す
場
が
大
切
と
考

え
、
日
々
の
生
活
や

遊
び
の
中
で
、
自
分

の
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
こ
と
や
我
慢
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
を
集
団
生
活
の
中
で
体
験
さ
せ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
「
う
れ
し
い
、
楽
し

い
」
と
い
う
プ
ラ
ス
面
の
感
情
体
験
ば

か
り
で
な
く
、「
悲
し
い
、
く
や
し
い
、

腹
が
立
つ
」
と
いっ
た
マ
イ
ナ
ス
面
の
感

情
体
験
を
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
力
で
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
り
、
自
分
が
嫌
な
思
い
を

し
た
こ
と
で
相
手
の
思
い
に
気
付
き
、

や
が
て
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
ふ

れ
あ
い
の
場
を
意
図
的
・
計
画
的
に

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
師
の
支
援
の
姿
勢
と
し

て
、
子
ど
も
の
思
い
を
受
け
止
め
、

共
感
し
、
寄
り
添
い
、
子
ど
も
の
鏡

や
壁
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
多
く
の
人
達
と
の
自
然
な

関
わ
り
が
で
き
る
機
会
も
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
七
月
に
は
、
地
域
の
お
年
寄

り
や
養
護
学
校
の
児
童
、
家
族
等
を

招
待
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ア
タ
ー

を
上
演
し
た
り
、
手

話
で
一
緒
に
歌
っ
た
り

し
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め

ま
し
た
。

ま
た
、
開
か
れ
た

園
づ
く
り
と
し
て
、
自

由
に
気
軽
に
出
入
り

で
き
る
園
の
雰
囲
気
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。「
子
育
て
を
考
え

る
会
」
も
こ
の
一
環
と

し
て
保
護
者
と
教
職

員
が
対
等
な
立
場
で
子
ど
も
の
将
来

を
共
に
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。本

の
読
み
聞
か
せ
も
大
切
と
考

え
、
教
師
が
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
本
を
読
む
中
で
、
す
ば
ら
し
い

作
品
に
ふ
れ
心
の
広
が
り
や
豊
か
さ

を
育
て
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
達
の
生
活
が

充
実
し
心
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。



11

行
い
肛
門
疾
患
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
肛

門
疾
患
と
は
、
直
腸
癌
や
、
痔
、
肛
門
膿

瘍
の
有
無
で
す
。
痔
や
肛
門
膿
瘍
に
は
、

痛
み
を
伴
う
タ
イ
プ
や
、
痛
み
が
な
く
出

血
や
肛
門
部
の
痒
み
し
か
症
状
の
な
い
も

の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
直

腸
癌
が
痔
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
素
人
判
断
は
危
険
で
す
。

次
に
、
精
密
検
査
と
し
て
、
注
射
造
影

検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
肛
門
部
か

ら
バ
リ
ウ
ム
を
注
入
す
る
検
査
で
、
大
腸

癌
は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
ポ
リ
ー
プ
や
炎

症
性
の
潰
瘍
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
注
腸
造
影
検
査
で
異
常
が
あ
れ
ば
、

直
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
の
検
査
は
基
本
的
に
一
泊
入
院
と
な
り
、

１
�
程
度
の
ポ
リ
ー
プ
や
小
さ
な
大
腸
癌

日
本
人
の
食
生
活
の
西
洋
化
に
伴
い
、

近
年
で
は
胃
癌
を
抜
い
て
大
腸
癌
が
日
本

人
に
お
け
る
癌
死
亡
の
ト
ッ
プ
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
こ
こ
加
西
病
院
で
も
大
腸
癌
の

手
術
が
胃
癌
の
手
術
よ
り
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
加
西
市
で
は
町

ぐ
る
み
検
診
の
一
つ
と
し
て
大
腸
癌
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
受
診
者

は
２
７
６
２
名
、
要
精
検
者
は
３
１
７
名

（
11
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
癌
検
診
で
は
、
大
便
中
に
血
が
混

ざ
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
て
お
り
、
陽
性

の
場
合
、
何
ら
か
の
原
因
で
腸
の
中
で
出

血
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
便
潜
血

陽
性
の
方
が
病
院
に
来
ら
れ
た
場
合
、
基

本
的
に
は
外
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
外
科
外
来
で
は
、
ま
ず
肛
門
診
を

市立加西病院

外科医長

西川　淳介

大
腸
肛
門
疾
患
に
つ
い
て

││
検
診
で
早
期
発
見
を
!
││

ながら磨きは、いつでもどこ
でも出来ます。その時には歯磨
き粉はつけないで、磨いた時に
出る唾だけ出して最後にしっか
りすすげばよいでしょう。バッ
グに携帯用の歯ブラシを入れて
おくことも習慣にしましょう。
ぜひ男性も心がけてください。

（加西市歯科衛生士会）

「ながら磨き」パート2

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方〉
①米（２1/2カップ）は、といでざるにあ
けておく。
②ハム、玉ねぎは角切り。
③ブロッコリーは小房に切り塩ゆで又は
電子レンジで２・３分加熱。

④おかまに米、水（２1/2カップ）、ハム４枚、玉ね
ぎ小1/2個、ミックスベジタブル（冷凍）1/2カップ、
マーガリン小さじ２、塩小さじ１を入れて炊く。

⑤皿にサラダ菜をしき、ゆで卵、ブロッコリー、マヨ
ネーズを添える。

乳幼児相談の会場で、たくさんのお
子さん・お母さんの中に元気がなく疲
れたようなＭ君のお母さんに声をかけて
みると「つたい歩きができないし、あま
り食べてくれなくて。」と話されました。
しかし、Ｍ君を見ると、お母さんの膝
の上で瞳をキラキラさせ笑ったり、声を
出して遊んだりと好奇心いっぱいのパワ
ーを感じます。「つかまり立ちもできてい
るし、今はいろんなことできるようになる
準備の時期。焦らずＭ君のペースで見
てあげてください。」と話すと、ほっとし
た顔で「つたい歩きさせるのに必死で、
笑いかけたり一緒に遊んだりする余裕
もなく、不安でいっぱいになっていたん
ですよ。」と教えてくださいました。
子どもの笑顔がお母さんのパワーの

源になるように、お母さんの笑顔が子ど
もの成長していくためのパワーになりま
す。心配事を抱えたままでは子どもに笑
顔を向けることさえつらいこともあると思
います。どのお母さんも同じように戸惑
い、悩みながら育児をされています。お
母さんどうしが話をする中で、安心した
り悩みが解決することがよくあります。
一人で悩まず、一つでも心配事を解決
し、楽しんで育児をして欲しいと思いま
す。
健診等の場が子どもの相談だけでな

く、お母さんどうしの出会いの場・相
談の場にもなり、お母さんが自信を持っ
て育児ができるきっかけの場になればと
思います。

パワーの源は親子の笑顔

〈シェフから一言〉
女の子、男の子に関係なく、
少しずつ母から子へと料理を
伝えていきましょう。一緒につ
くると嫌いな物はなくなるようで
す。

母
と
子
の
料
理
教
室

は
検
査
中
に
切
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
胃
の
ポ
リ
ー
プ
と
異
な

り
悪
性
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
可
及
的

に
切
除
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
定

期
的
に
再
検
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
で
進
行
性
大
腸
癌
や
、

大
き
な
大
腸
良
性
腫
瘍
、
難
治
性
大
腸
潰

瘍
の
場
合
、
残
念
な
が
ら
入
院
し
て
手
術

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
腸
癌
は
、

進
行
す
る
ま
で
症
状
に
乏
し
く
、
痛
み
や

大
量
の
下
血
を
伴
う
こ
と
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
胃
癌
と
同
様
に
早
期
に
治
療
を

行
え
ば
、
ほ
ぼ
完
全
に
直
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
検
診
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
11
・
8
・
5
実
施
）
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足が悲鳴をあげている
厚底靴で「骨折」「捻挫」等の事故が多発して

います。気を付けましょう!
●靴を選ぶ時は、ファッション性だけでなく、安定
性や機能性を重視し、必ず履いて歩きやすいかど
うか試して購入しましょう。
●厚底靴を履く時は、
①かかと・靴底がとれかかっていないか確かめる。

②靴底がすり減るとより不安定になるので、なな
めにすり減った靴は履かない。
③長時間はかない。階段などでは特に注意する。
靴は身体を支え、活動するための基礎なので、よく考

えて選び、おしゃれを楽しみましょう。事故が起きてから
では遅すぎます。自分の注意で安全を確保しましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「生活の中の危険」

ハナサク

皆様からのトルコ大地震へ
の救援金88,594円（9月末日現在）

を送金いたしました。引き続
き、市役所、市民会館で台湾
大地震・トルコ大地震の救援
金の受付を行っております。
問合先　秘書広報課（電話42-8701）

女
性
の
方
を
対
象
に
、
乳
が
ん
検

診
・
子
宮
が
ん
検
診
（
頸
が
ん
と
体
が

ん
を
検
診
）・
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
・

歯
科
健
診
（
歯
み
が
き
方
法
も
助
言
）

を
実
施
し
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
自
分

の
骨
や
歯
の
状
態
を
確
認
し
、
よ
り

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
の

お
知
ら
せ

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! 今月の下水道
促進標語 ・下水道　自然と生きる　人の知恵

対
象
者

生
後
３
ヵ
月
〜
90
ヶ
月

（
７
歳
半
）
未
満
の
児

日
　
程

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２

時持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手

帳
、
予
診
票
、
体
温
計
、
ボ
ー
ル

ペ
ン

問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

加
西
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
民
輪
芳
昭
会
長
）
で
は
、
身
体
障

害
者
の
交
流
を
図
る
た
め
に
運
動

会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
わ
や
か
な

秋
空
の
下
で
、
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

平
成
11
年
11
月
３
日
（水）

午
前
10
時
よ
り

場
　
所

北
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
先

各
地
区
の
支
部
長
ま
で

対
　
象

市
内
在
住
の
身
障
手
帳

所
持
者

問
合
先
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

係
（
電
話
42
│
８
８
８
８
内
線
２
３
４
）

日
　
時

10
月
31
日
（日）
（
雨
天
11

月
３
日
）
９
時
30
分
〜

場
　
所

多
目
的
広
場

（
加
西
球
場
東
隣
）

参
加
費

１
人
３
０
０
円

競
技
方
法

ト
リ
プ
ル
ス

（
当
日
チ
ー
ム
編
成
）

市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
18
回
加
西
市

身
体
障
害
者
運
動
会

申
込
・
問
合
先

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
６
７
５
│
２
４
５

４
下
道
山
町
２
０
６
│
１
　
高
田
辰

夫
（
電
話
44
│
３
０
５
５
午
後
８
時

〜
９
時
）
ま
で

申
込
締
切

10
月
20
日
（水）

※
当
日
受
付
若
干
あ
り

（
協
会
杯
）
男
子
・
女
子
の
部
　
9
人
制

日
　
時

11
月
14
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

市
内
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

市
内
に
居
住
、
勤

務
す
る
者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

参
加
費

登
録
チ
ー
ム
　
２，
０
０
０
円

未
登
録
チ
ー
ム
３，
０
０
０
円

学
生
チ
ー
ム
　
１，
０
０
０
円

申
込
締
切

10
月
27
日
（水）
（
同
日

午
後
７
時
30
分
〜
北
条
小
学
校
体

育
館
で
監
督
会
議
及
び
抽
選
会
）

連
絡
先

（
男
子
部
長
）
桜
井
伸
一
（
電
話
48

│
２
９
８
４
・
昼
43
│
０
２
５
２
）

（
女
子
部
長
）
藤
井
博
水
（
電
話
０

７
９
２
│
64
│
５
４
２
５
）

（
郵
便
局
杯
）
壮
年
男
子
の
部
　
9
人
制

日
　
時

11
月
21
日
（日）

秋
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
申
込
み
受
付
後
、
受
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

★
申
込
み
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
ぞ
★

対象者 30歳以上
（S45.3.31以前に生まれた女性）

と　き 11月19日�
午後1時30分～3時30分（予約制）

ところ 市立加西病院及び健康増進センター

募集人員 40名（先着順）

申込期限 11月5日�

料　金

子宮がん検診 2,300円
乳がん検診 800円
骨粗鬆症健診 1,000円
歯科健診 無　料

月　日（曜）

11月 1日（月）

11月 8日（月）

11月15日（月）

11月29日（月）

※上記日程内で、指定地区以外でも受けられます。

地　　　区

北条

富田・賀茂・下里・富合

九会・多加野・在田
西在田

未接種児

ご協力ありがとうございました
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〈ママの一言〉
わが家のアイドルです!!

パパ・英　雄さん
ママ・あかねさん

内藤梨緒菜ちゃん（和泉町）
5カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
11月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
11月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
11月４日（木）健康福祉民館
11月11日（木）農村環境改善センター・10月21日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
10月28日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年８月生れの乳児 10月26日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成11年６月生れの乳児 11月４日（木） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成10年５月生れの幼児 11月９日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成８年４月生れの幼児 10月19日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 11月10日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 11月10日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

10月17日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
24日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）
31日（日） つつみ神経内科（野上町・電話45-２０５０）

11月 3日（水） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）
7日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）
14日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
21日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
10月21日（木）・11月18日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
�問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書
〔おはなし会〕

11月13日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
10月20日（水）
11月 3日（水）

柔らかな頬（桐野夏生著）
沈まぬ太陽（山崎豊子著）
天国までの百マイル（浅田次郎著）
思考スピードの経営（ビル・ゲイツ著）
家族の介護 プロの介護（長谷川和夫［ほか］著）
とっておきご飯料理（本谷惠津子著）
男のキモノ（笹島寿美著）
世界遺産マップス ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

り　お　な

野山の花木は伐らないようにしましょう

午
前
９
時
〜

場
　
所

善
防
中
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

40
歳
以
上
の
男
子

で
編
成
（
38
歳
以
上
１
名
可
、
中

学
校
以
上
の
女
子
４
名
ま
で
可
）

参
加
費

登
録
チ
ー
ム
　
２，
０
０
０
円

未
登
録
チ
ー
ム
３，
０
０
０
円

申
込
締
切

11
月
18
日
（木）

※
当
日
会
場
で
抽
選

連
絡
先
（
壮
年
部
長
）

松
田
勝
行
（
電
話
48
│
２
３
０
９
）

（
紅
葉
杯
）
壮
年
女
子
の
部
　
6
人
制

日
　
時

10
月
31
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

泉
中
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

40
歳
以
上
の
女
子

で
編
成
（
35
歳
以
上
１
名
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
１，
０
０
０
円

申
込
締
切

10
月
28
日
（木）

申
込
先
（
壮
年
女
子
部
長
）

織
田
ミ
チ
ヨ（
電
話
44
│
０
７
０
３
）

加
西
市
で
は
ご
み
の
減
量
化
に
向

け
、
生
ご
み
処
理
機
器
等
を
購
入
し

生
ご
み
処
理
機
器
購
入

補
助
金
の
ご
利
用
を
!

て
生
ご
み
を
自
家
処
理
さ
れ
る
ご
家

庭
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
機
器
と
補
助
金

の
金
額

Ａ

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容
器
（
１
０
０
リ

ッ
ト
ル
以
上
）・
２，
５
０
０
円

Ｂ

生
ご
み
処
理
容
器
・
購
入
金

額
の
50
％

Ｃ

生
ご
み
処
理
機
器
（
能
力
１

日
又
は
一
回
に
つ
き
５
０
０
グ
ラ

ム
以
上
）・
購
入
金
額
の
25
％
以
内

（
限
度
額
２
万
円
）

※
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
破
砕
機
）

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

・
購
入
し
た
機
器
を
設
置
し
、
適

正
に
維
持
管
理
で
き
る
人

・
排
出
さ
れ
た
堆
肥
及
び
乾
燥
ご

み
を
適
正
に
処
理
で
き
る
人

※
１
世
帯
に
つ
い
て
、
Ａ
・
Ｂ
は

２
基
、
Ｃ
は
１
基
ま
で
。
同
一
種

類
の
機
器
に
２
回
以
上
補
助
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

環
境
課
ご
み
対
策
係

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

☆
小
学
生
絵
画
展
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ

自
然
環
境
と
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル

日
　
時

10
月
23
・
24
日

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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市
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
、
２
級
）、
療
育
手

帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方
に
、
中

型
タ
ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金
を

助
成
す
る
「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。（
一
月
あ
た

り
４
枚
）

窓
　
口

社
会
福
祉
課
（
電
話
42

│
８
７
２
５
（
該
当
す
る
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。））

ま
た
、
兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協
会

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
運
賃
の
１

割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乗
務
員

に
手
帳
を
見
せ
て
割
引
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
割
引
の
適
用
は
兵
庫

県
下
）

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会
の
お
知
ら
せ

│
ご
存
知
で
す
か
？
│

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

福
祉
タ
ク
シ
ー

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
１
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

加
西
市
農
協
九
会
支
店

修
理
内
容

包
丁
・
ハ
サ
ミ
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

加
西
市
く
ら
し
と
生
活

を
守
る
会
（
環
境
課
　
電
話
42
│
８

７
３
１
）

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
将
来
の
農
業
経
営
の
改
善

に
意
欲
の
あ
る
農
家
の
方
々
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ご
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
18
日
（木）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

場
　
所

小
野
市
伝
統
産
業
会
館

第
一
会
議
室

内
　
容

①
講
演
『
新
農
業
基
本
法
が
期
待

す
る
今
後
の
農
業
経
営
』

講
師

兵
庫
県
総
合
農
政
課

廣
田
課
長

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
こ
れ
か
ら
の
農
業
・
私
の
主
張
』

パ
ネ
ラ
ー

廣
田
課
長

各
市
町
農
家
代
表

農
業
経
営
改
善
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

問
合
先

農
林
共
済
課
農
林
係

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

別
府
東
町
出
身
の
は
な
寛
太

（
西
村
一
文
）
氏
に
よ
る
講
演
会
で

す
。

日
　
時

10
月
23
日
（土）

10
時
30
分

場
　
所

富
合
小
学
校
体
育
館

演
　
題
「
そ
の
気
、
や
る
気
、

勇
気
」

入
場
料

無
料

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の
午
後

５
時
か
ら
８
時
、
運
動
指
導
員
の

指
導
の
も
と
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
ま
す
。
あ
な
た
の
ア
フ
タ
ー
フ

ァ
イ
ブ
を
増
進
セ
ン
タ
ー
で
有
意

義
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

料
　
金

１
回
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

※
事
前
に
健
康
診
査
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
申
込
時
に
。

│
ご
存
知
で
す
か
？
│

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
、

夜
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す

は
な
寛
太
教
育
講
演
会

加
西
市
で
は
、
勤
労
者
の
方
を

対
象
に
宅
地
分
譲
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

所
在
地

西
長
町
字
五
反
田

分
譲
区
画
数

３
区
画

分
譲
価
格

７
６
０
万
円
〜

７
７
０
万
円

敷
地
面
積

１
８
６
・
０
１
平
方
メ
ー

ト
ル
〜
１
８
６
・
０
２
平
方
メ
ー
ト
ル

受
付
開
始

10
月
25
日
（月）
〜

受
付
・
問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

長
駅
前
ハ
イ
ツ

宅
地
分
譲
受
付

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

平成11年度市県民税、国民健康保険税の
第3期納期限は

11111111月1111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
納税は便利な口座振替をご利用ください。
問合先 税務課（電話42-８７１２）

交通事故発生状況

交通事故急増!! 安全運転に努めましょう

本　年 1,213
1,083
+130

203
140
+63

4
1
+3

278
179
+99

前年同期
増　減

総件数 人身事故件数 死　者 負傷者
平成11年10月4日現在



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

田中　清美 54 康　雄 福住西

藤原みつよ 81 忠　和 大　内

河瀬　達龍 79 鉄　男 野　条

志方さわ子 83 横川英昭 国　正

古角　富子 84 進 西横田

茶木ちよの 85 良　雄 島

中根ふさこ 86 敏　彦 本　町

田先ふじゑ 90 保　夫 鴨　谷

河瀬　慶治 91 益　夫 下道山

今田　　保 73 順　一 尾　崎

荒木　源次 92 幹　夫 山下東

杉山　　登 69 とし子 宮　前

高島　純代 60 隆　利 栗　田

菅野すみ江 70 匡　美 繁　昌

前原　耕三 57 君　子 清水団地

前田　安雄 78 とみ子 栗　田

王子　敏明 65 智　晴 三　口

千石　和子 72 俊　信 別　所

内藤　たま 85 隆　行 鴨　谷

長谷川六郎 82 正 国　正

高井すゑこ 91 正　樹 上万願寺

杉井よしの 82 宏　造 甲和泉

藤原　　弘 91 敏　之 横　尾

田中あい子 87 徳　幸 中　富

菊元　高雄 73 義　則 鶉野南

神田　竹夫 91 正　三 大　工

内藤　成示 44 節　治 山　田

美藤きぬ子 86 定　三 福　居

栗山　吉弘 58 康　弘 段　下

高見　ひで 93 欣　助 別府西

大久保　克 81 克　規 油　谷

高井ゆくゑ 93 五十三 大　村

吉岡　初治 84 正　秋 中　野

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（９月30日受付分まで・敬称略）

北
条
鉄
道
で
は
今
年
も
12
月
に

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
サ
ン

タ
列
車
」
を
運
行
し
ま
す
。

車
内
で
「
サ
ン
タ
」
に
扮
装
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
楽
し

く
、
思
い
出
に
残
る
「
サ
ン
タ
列

車
」
を
演
出
し
て
い
た
だ
く
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ン
タ
さ
ん
」
を
募

集
し
ま
す
。

期
　
間

12
月
４
日
（土）
〜

19
日
（日）
の
昼
間

対
　
象

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん

申
込
先

北
条
鉄
道

（
電
話
42
│
５
２
１
１
）

※
サ
ン
タ
列
車
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー

北
条
鉄
道
サ
ン
タ
列
車

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ン
タ
さ
ん

＆
利
用
者
大
募
集

プ
、
ご
家
族
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

秋
晴
れ
の
一
日
に
是
非
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

会
　
期

●
菊
花
展

10
月
26
日
（火）
〜

11
月
３
日
（祝）

●
盆
栽
展

10
月
30
日
（土）
〜

11
月
３
日
（祝）

会
　
場

●
菊
花
展

市
役
所
駐
車
場

●
盆
栽
展

市
民
会
館
視
聴
覚
室

こ
う
の
と
り
の
会
は
、
農
山
村

部
に
お
住
ま
い
の
男
性
と
都
市
部

に
お
住
ま
い
の
女
性
を
対
象
と
し

「
こ
う
の
と
り
の
会
」

会
員
募
集

加
西
市
菊
花
・
盆
栽
展

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○�マリアンヌ製靴 1千万円
○東剣坂町 柏原　　巧

介護補助機10台　46万円相当
○匿名 3千14円
○谷川　秋夫 10万円

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○大柳町 柴田　守明 20万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○笹倉町 高橋　　清 2万円
○横尾町 水田美智子 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○�本陣従業員一同 2万1078円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 3万円
○匿名 2万5千円
（トルコ大地震緊急救援募金として）
○国際ソロプチミスト加西 2万円
○社会福祉協議会職員一同 2万3827円
一般預託
○倉谷町 山本喜代子 1万円
○上若井町 和田　　清 1万円
○宮史郎後援会本部 20万円

の
方

練
習
日

毎
週
水
・
日
曜
日

午
後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

申
込
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

市
内
４
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

競
演
。
チ
ケ
ッ
ト
代
金
は
、
福
祉

協
力
金
と
し
て
、
全
額
で
介
護
用

品
を
購
入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

日
　
時

10
月
23
日
（土）

午
後
５
時
30
分
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

１，
０
０
０
円

問
合
先

（株）
マ
リ
ア
ン
ヌ
製
靴
内

ス
ー
パ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
実
行
委
員

会
（
嶋
田
）（
電
話
48
│
３
７
７
３
）

福
祉
協
力
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

ス
ー
パ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
99

て
、
出
会
い
の
場
を
設
け
交
流
を

深
め
る
会
で
す
。

会
員
は
神
戸
を
は
じ
め
と
し
て

各
地
域
で
月
に
一
度
の
交
流
会
に

参
加
で
き
ま
す
。
女
性
会
員
と
の

素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
。

問
合
先

商
工
振
興
課
（
電
話
42

│
８
７
７
３
）
ま
た
は
東
播
磨
県
民

局
県
民
課
（
電
話
０
７
９
４
│
21
│

１
１
０
１
・
内
線
２
１
５
）

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓
は
、
和

太
鼓
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
文
化

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
サ
イ
サ
イ

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
。
和
太
鼓
の
勇
壮
な

リ
ズ
ム
を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
　
象

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓

愛
好
会
会
員
募
集

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（��8701）までご連絡ください。

,
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H11.10.1現在（前月比）
人　口／ 52,566（－10） 世帯数／ 15,803（＋1）
男　／ 25,545（－10） 女　／ 27,021（±0）

68
秋を代表する野草キ
キョウの花

透
明
感
の
あ
る
青
紫
色
で
、
ち

ょっ
と
思
案
気
に
横
向
き
に
開
い
た

鐘
形
の
美
し
い
花
を
つ
け
る
キ
キ
ョ

ウ
。
秋
を
代
表
す
る
日
本
人
好
み

の
野
の
花
で
す
。
秋
の
七
草
で
い
う

ア
サ
ガ
オ
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
こ
ま
で

も
澄
み
わ
た
り
、
深
々
と
し
た
秋

の
大
空
、「
桔
梗
色
」
と
呼
ば
れ
、

秋
の
優
雅
な
た
た
ず
ま
い
と
共
に
、

万
葉
の
昔
か
ら
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

二
重
咲
き
、
白
花
、
ピ
ン
ク
、

絞
り
、
そ
し
て
矮
性
種
な
ど
多
く

の
園
芸
品
種
が
つ
く
ら
れ
、
早
い
も

の
は
６
月
頃
か
ら
咲
き
だ
し
ま
す
。

種
子
で
た
や
す
く
植
え
る
の
で
、

花
の
咲
い
た
茎
は
残
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午後0時50分～55分

服部勝久率いる夢のポップスオーケストラ�

東京ポップスオーケストラ��
日時／11月21日（日） 開場18:00　開演18:30�
場所　市民会館文化ホール�

桂喜丸ふるさと落語会―第１０会記念―�

きまやんの会�


